
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年11月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2021年11月30日～2022年12月23日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202212_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

▲18.64%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
12月23日

企業業績については、これまでの高インフレや各国中央銀行の金融引き締めを受けて、業績見
通しの下方修正が進みやすく、株式相場の重しになると考えられます。一方で、金利先高観測
がやや後退する中、米国株式相場はドル高一服や在庫調整の進展、早期の人員削減などによる
来期以降の業績底入れ期待に支えられ、一進一退で推移するとみています。また、欧州株式相
場は天然ガス供給の不確実性や財政拡張懸念によるインフレ観測が広がる一方、景気後退懸念
を受けた金利先高観測の後退に支えられ、一進一退で推移するとみています。

（期間：2021年11月30日～2022年12月23日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2022年12月19日～12月23日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は一進一退の動き

先週の米国株式市場は、NYダウが上昇した一方、S&P500種株価指数は下落しました。
米国長期金利が上昇基調で推移する中、12月の米国消費者信頼感指数や米国大手企業の決算内
容が市場予想を上回っていたことで投資家心理を上向かせました。週末にかけては、発表され
た米国経済指標が米国経済の底堅さを示したことで利上げが長期化するとの見方が強まり、上
値の重い展開となりました。
欧州市場もおおむね米国に連動した推移となりました。

情報提供資料
2022年12月26日

投資環境見通し（2022年12月）

▲7.64%

S&P500種株価指数 3,844.82 ▲0.20% ▲4.53% 1.29%

NYダウ 33,203.93 0.86% ▲2.90% 8.24%
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